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ＰＴＡ活動を通して、今年で

２年目となりますが、色々良い

経験をさせていただきました。Ｐ

ＴＡ活動を通して、子どもたちと

接する時間も増え、子どもたち

が安心・安全に過ごせるよう

に、環境作りを行っていきたいと

思いました。

今、深刻化している、いじめ

問題や子どもを狙った犯罪が

多発しています。これらの問題

を回避するには、ＰＴＡ活動は

とても重要だと思います。

本校では、毎年プランター

の花植え作業を行っておりま
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第

回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
東
ブ
ロ

49

ッ
ク
研
究
大
会
群
馬
大
会
が

月
10

日
、

日
に
高
崎
市
で
開
催
さ

21

22

れ
ま
し
た
。
１
日
目
は
７
つ
の
分

科
会
、
２
日
目
は
全
体
会
と
記
念

講
演
が
行
わ
れ
、
両
日
あ
わ
せ
て

約
５
千
人
が
参
加
し
盛
大
な
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
各
分
科
会
で
家
庭

の
役
割
、
学
校
・
地
域
と
の
連
携

の
あ
り
方
を
は
じ
め
、
安
全
や
健

康
、
食
育
な
ど
を
テ
ー
マ
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
の
推
進
と
課
題
に
つ
い
て

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
全
体
会
と
し
て
、

分
科
会
の
報
告
、
大
会
宣
言
、
表

彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ア
ト

渋
川
市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会

を

月

日
に
プ
レ
ヴ
ェ
ー
ル
渋

10

28

川
で
開
催
し
ま
し
た
。
市
長
を
は
じ

め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

教
育
長
と
市
Ｐ
連
会
長
か
ら
感
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ラ
ク
シ
ョ
ン
の
農
大
二
高
吹
奏
楽

部
に
よ
る
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

は
、
圧
巻
の
演
奏
・
演
技
で
し
た
。

記
念
講
演
は
、
俳
優
で
テ
レ
ビ

リ
ポ
ー
タ
ー
の
阿
部
祐
二
さ
ん
か

ら
「
取
材
経
験
か
ら
感
じ
た
『
い

じ
め
問
題
・
教
育
問
題
』」
と
題
し

て
、
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
視
点
、

父
親
と
し
て
の
視
点
か
ら
の
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
貴

重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

渋
川
市
Ｐ
連
で
は
、
第
２
分
科

会
の
運
営
を
担
当
し
、
関
東
甲
信

越
静
か
ら
の
多
く
の
皆
様
を
迎
え

る
と
と
も
に
、
各
分
科
会
・
全
体

会
へ
約

名
の
会
員
が
参
加
し
、

80

大
会
の
成
功
に
貢
献
し
ま
し
た
。

す。趣旨は、花を育成する活

動を通して、生命の尊さや、

自然愛護の精神等を培い、

心豊かな生徒、人間性豊か

な生徒を育成することと、ＰＴ

Ａの協力の下、全校で取り組

むことにより、生徒同士の連

帯感を深め、他人への思い

やりの心を育てることです。

私は、ＰＴＡ活動を通してと

ても勉強になる時を子どもたち

と一緒に過ごせたと思います。

これからも学校行事、ＰＴＡ

活動をより有意義に過ごせる

ように、頑張りたいと思います。

コラム 「ＰＴＡ活動を通して学んだこと」

第
１
分
科
会
「
組
織
運
営
」

第
２
分
科
会
「
環
境
」

第
３
分
科
会
「
情
報
」

第
４
分
科
会
「
家
庭
教
育
」

第
５
分
科
会
「
健
康
・
食
育
」

第
６
分
科
会
「
安
心
安
全
」

第
７
分
科
会
「
地
域
連
携
」

大
会
後
の
懇
親
会
で
は
ご
来
賓

の
方
々
と
会
員
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
よ
り
一
層
懇
親
が
深
め
ら

れ
ま
し
た
。

受
賞
者
の
方
々
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
大

変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

謝
状
、
表
彰
状
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
尽

力
し
た

名
に
贈
呈
さ
れ
ま
し

51

た
。事

例
発
表
で
は
、
伊
香
保
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
藤
森
会
長
、
小
林
女
性
代
表

に
よ
る
平
成

年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

29

方
針
「
す
べ
て
は
、
子
供
た
ち
の
た

め
に
！
笑
顔
で
楽
し
い
学
校
作
り
」

な
ど
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
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◇

編

集

後

記

◇

平
成

年
度
も
あ
と
わ
ず

29

か
、
広
報
紙
「
か
け
は
し
」
第

号
が
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

11
市
Ｐ
連
で
は
、
今
年
度
も
交

流
会
や
研
修
会
な
ど
、
多
く
の

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
各
単
Ｐ

の
親
睦
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

地
区
Ｐ
、
全
市
で
の
親
睦
も
強

ま
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
今
後

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
助
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。

編
集
に
携
わ
っ
た
広
報
委

員
会
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇

広

報

委

員

◇

針
塚

重
文(

渋
川
中)

高
橋

政
宏(

渋
川
北
中)

齋
藤

満
雄(

小
野
上
小)

髙
栁

隼
人(

中
郷
小)

町
田
ひ
と
み(

三
原
田
小)

松
井

勇
二(

赤
城
北
中)

角
田

美
紀(

橘
北
小)

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

年
19

度
に

月
１
日
を
「
し
ぶ
か
わ
市
民

11

教
育
の
日
」
と
定
め
、
以
来
記
念
事

業
と
し
て
「
し
ぶ
か
わ
市
民
ま
な
び

の
日
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
青
少
年
健

全
育
成
関
係
団
体
活
動
紹
介
、
人
権

尊
重
ポ
ス
タ
ー
最
優
秀
作
品
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り
が
行

わ
れ
、
来
場
者
の
方
々
が
楽
し
そ
う

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

秋
冷
の
小
雨
の
降
る
中
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内

校
の
小
中
学
校
が
予
選
リ

22

ー
グ
突
破
を
目
指
し
て
始
ま
り
ま
し

た
。
日
々
の
練
習
を
積
み
重
ね
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
残
っ
た

校
、交
流
リ

12

ー
グ
戦
に
分
か
れ
た
各
校
、
共
に
楽
し

み
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

決
勝
に
残
っ
た
の
は
、
前
年
度
優
勝

の
中
郷
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
対
戦
相
手
は
前
々

回
３
連
覇
し
て
い
る
渋
川
西
小
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
２
校
。
接
戦
の
結
果
優
勝
し
た
の

は
、
中
郷
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
中
で
、
各
単
Ｐ
の
交
流

を
深
め
た
こ
と
が
有
意
義
に
感
じ
ら

れ
た
と
思
い
ま
し
た
。
来
年
も
ぜ
ひ
と

も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

今
年
度
の
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研

究
大
会
は
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催

さ
れ
、

の
分
科
会
と
全
体
会
で
、

10

構
成
さ
れ
た
研
究
大
会
で
し
た
。

私
た
ち
は
、
第
４
分
科
会
「
『
広

報
活
動
』
保
護
者
や
地
域
へ
の
更
な

る
発
信
力
を
求
め
て
」
に
参
加
し
ま

し
た
。
基
調
講
演
、
実
践
発
表
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う

流
れ
の
中
で
、
特
に
印
象
に
残
っ
た

の
は
、
女
優
の
酒
井
美
紀
さ
ん
の
基

調
講
演
「
学
校
と
仕
事
と
私
」
で
す
。

途
上
国
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
中
心
と
し
た
内
容
で
し
た
が
、
生

き
抜
く
こ
と
が
大
前
提
の
途
上
国

と
日
本
と
で
は
、
様
々
な
条
件
が
異

な
る
も
の
の
、
教
育
を
受
け
た
い
、

受
け
さ
せ
た
い
と
い
う
気
持
ち
は

変
わ
ら
な
い
な
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
酒
井
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
っ
て
い
く
上
で
役
に

立
っ
た
言
葉
が
「
『
何
も
か
も
』
は

出
来
な
く
と
も
、
『
何
か
』
は
き
っ

と
出
来
る
」
と
話
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
大
変
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
私
た

ち
が
日
々
行
っ
て
い
る
子
育
て
、
そ

し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
も
通
じ
る
言

葉
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

５
月

日
に
平
成

年
度
定
期

13

29

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

市
長
、
市
議
会
議
長
を
は
じ
め
と
す

る
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成

年
度
の
事
業

28

報
告
、
収
支
決
算
報
告
及
び
監
査
報

告
が
な
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
平
成

年
29

度
の
役
員
（
案
）
、
事
業
計
画
（
案
）
、

予
算
（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
全
会
一

致
で
決
議
さ
れ
、
２
期
目
と
な
る
八

髙
和
幸
会
長
の
も
と
、
新
年
度
の
活

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

市
Ｐ
連

室

橋

俊

之
（
金
島
小
）

７
月

日
に
市
役
所
第
二
庁
舎

10

で
「
教
育
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。「

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
あ
り
方
」
と
い
う
大

テ
ー
マ
を
基
に
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
３
つ
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
、
各
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

代
表
者
が
６
班
に
分
か
れ
て
グ
ル

ー
プ
討
議
を
行
っ
た
後
、
各
班
の
討

議
結
果
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
後
藤
教
育
長
か
ら
講
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
本
部
役
員
の
課
題
、

あ
り
方
」
、
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
理

解
、
参
加
意
識
」
、
「
母
親
の
負
担
、

父
親
の
参
加
」
で
、
本
部
役
員
の
選

出
や
一
般
会
員
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ

の
理
解
な
ど
、
ど
の
単
Ｐ
で
も
頭
を

悩
ま
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
情

報
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
他
校
の
様

子
や
工
夫
を
知
る
機
会
と
な
り
、
今

後
の
活
動
に
役
立
て
る
懇
談
会
と

な
り
ま
し
た
。

ス

ポ

ー

ツ

交

流

会

10/14

▶

連
覇
し
た
中
郷
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

定

期

総

会
5/13

教

育

懇

談

会
7/10

市

民

ま

な

び

の

日

11/3

式
典
後
の
少
年
の
主
張
、
渋
川
市

家
族
の
日
作
文
の
発
表
で
は
、
９
名

の
小
中
学
生
が
登
場
し
、
子
ど
も
た

ち
の
想
い
や
日
ご
ろ
な
か
な
か
言

葉
に
で
き
な
い
家
族
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
が
、
た
っ
ぷ
り
と
込
め
ら
れ

て
い
る
と
て
も
良
い
発
表
で
し
た
。

ま
た
、
平
和
推
進
啓
発
作
文
の
発

表
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
純
粋
に

平
和
を
願
う
姿
、
作
文
か
ら
伝
わ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
し
て
、
家
族
や
友

人
と
一
緒
に
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
赤
城
山
に
生
息
す
る
県
指

定
天
然
記
念
物
の
「
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ

ウ
」
に
つ
い
て
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
三
者
連
携
に
よ
る
保
護
活
動
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
津
久
田
小
学

校
４
年
生
の
児
童
た
ち
が
劇
を
交

え
な
が
ら
の
発
表
で
し
た
。

最
後
に
、
少
年
少
女
合
唱
団
に
よ

る
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
少
人
数
な

が
ら
と
て
も
素
晴
ら
し
い
歌
声
に

感
動
し
ま
し
た
。

講

演

会
10/28

月

日
に
小
説
・
エ
ッ
セ

10

28

イ
・
コ
ミ
ッ
ク
等
を
数
多
く
手
掛

け
、
「
極
道
の
妻
た
ち
」
を
発
表
し

た
家
田
荘
子
氏
を
お
招
き
し
、
「
子

育
て
に
は
、
親
育
て
～
家
庭
・
学

校
・
社
会
の
現
状
～
」
と
い
う
演
題

で
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
自
身
の
幼
少
期
に
つ
い
て

の
話
で
は
、
父
親
の
転
勤
に
よ
り
転

校
を
く
り
返
し
た
た
め
、
友
達
を
作

れ
な
か
っ
た
こ
と
や
大
人
に
な
っ

た
現
在
で
も
ト
ラ
ウ
マ
と
な
っ
て

い
る
親
か
ら
の
暴
力
に
も
触
れ
、
過

酷
な
境
遇
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
同
級
生
か

ら
の
い
じ
め
で
は
、
大
人
の
見
て
い

る
前
と
の
変
わ
り
身
の
早
さ
、
態
度

の
変
化
は
、
こ
れ
ま
で
見
た
人
々
の

中
で
も
最
も
巧
妙
で
あ
っ
た
と
言

い
ま
す
。
そ
う
し
た
状
況
下
で
も
、

誰
に
も
相
談
で
き
な
か
っ
た
日
々

で
あ
っ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
９
年
間
か
け
僧
侶
の
資
格

を
取
っ
た
こ
と
や
、

年
間
に
わ
た

12

り
四
国
遍
路
を
継
続
し
て
行
い
、
地

域
の
人
々
と
ふ
れ
合
う
中
で
、
お
互

い
が
あ
い
さ
つ
を
し
あ
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
感
じ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
法
務
省
か
ら
の
承
認
を
得

て
榛
名
女
子
学
園
を
定
期
的
に
訪

問
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
作

家
の
視
点
で
、
収
容
さ
れ
て
い
る
子

た
ち
を
見
つ
め
る
目
は
、
冷
静
で
あ

り
な
が
ら
愛
情
に
満
ち
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
子
ど
も
が
非
行
に
走
っ

た
あ
る
家
庭
の
事
例
を
挙
げ
、
大
切

な
こ
と
は
子
ど
も
の
話
を
聞
く
こ

と
、
子
ど
も
を
あ
る
が
ま
ま
に
受
け

入
れ
る
こ
と
だ
と
伝
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

優 勝 中 郷 小
準優勝 渋川西小

３ 位 金島小

決勝トーナメント進出

渋川北小、渋川南小、古巻小

豊秋小、小野上小、橘小

渋川中、渋川北中、子持中

交流戦コート１位

橘北小、伊香保中

ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰﾎﾞ ｰﾙ

大 会 成 績
会

長

あ

い

さ

つ

「
大
切
な
も
の
を
守
り
育
て
る
」

渋
川
市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

会
長

八
髙

和
幸

子
ど
も
の
笑
顔
は
宝
物
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
は
明
る
い
地
域
を
創
り
ま
す
。

渋
川
市
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
で
は
、
平
成

年
度
も
子

29

ど
も
の
笑
顔
の
た
め
に
様
々
な
事

業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
に
心
よ

り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第

回

日

本

Ｐ

Ｔ

Ａ

全

国

研

究

大

会

65

仙
台
大
会

報
告

8/25･26


